
院内委員会・部会 活動報告書 
 

委員会名 2025 年度 海老名総合病院 倫理委員会 

開催日時 
2025 年 6 月 17 日（火） 

17 時 00 分~18 時 00 分 
場所 

中会議室 1 本館 4階 

（旧 4東 南側） 

委員会目的 

（規程より引用） 

社会医療法人ジャパンメディカルアライアンス海老名総合病院において行う、人を対

象とする医学系研究及び医療行為について、ヘルシンキ宣言、厚生労働省の定める医

学系研究に関する倫理指針及びそれに基づき制定された海老名総合病院倫理規程に

則り適正に行われることを目的とする。 

病院長に報

告するべき

決定事項 

（答申） 

①   なし 

  

審議内容  

受付番号 新規申請 № 456・457・458・459・460・461・462・463             

申請者 海老名総合病院 脳神経センター                    

Flow Diverter留置術                       

硬膜動静脈瘻に対する経動脈的塞栓術(TAE)             

硬膜動静脈瘻に対する経静脈的塞栓術(TVE)             

片側顔面痙攣に対する微小血管減圧術(F-MVD)            

三叉神経痛に対する微小血管減圧術(T-MVD)             

外減圧術                             

脳室ドレナージ術                         

定位脳生検術                           

→承認 

受付番号 №469                  

申請者 海老名総合病院 マタニティーセンター 

プロウペス膣用剤説明書および同意書 

→承認 

 

受付番号 №472  

申請者 海老名総合病院 看護部  

患者とともに行うストーマサイトマーキングの実施～患者の要望に沿った位置決

定の効果～ 

→修正し承認 

 

受付番号 №473  

申請者 海老名総合病院 看護部  

認知機能が低下している離床可能な大腿骨骨折術後患者の褥瘡予防看護の明

確化と部署全体の質向上に向けた取り組み 

→文章追加し承認 
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受付番号 №474  

申請者 海老名総合病院 看護部  

新任中間管理職（主任・係長）の役割認識のプロセスと動機づけの関連性 

～自己決定理論に焦点をあてて～ 

→承認 

 

受付番号 №475  

申請者 海老名総合病院 看護部  

看護師が行う血液透析導入期の外来と病棟の患者教育の明確化を目指した現

状調査 

→承認 

 

受付番号 №476  

申請者 海老名総合病院 看護部                            

ナースコール呼び出しの長時間化に対する取り組みがチームにもたらす効果 

→研究デザイン等の記載を見直し承認 

 

受付番号 №477  

申請者 海老名総合病院 看護部  

急性期病棟における、終末期患者・家族への看護実践と患者家族が考えるケア

に対する調査 

→承認 

 

その他 

 【院内委員のみ】 その他 

①倫理委員会への報告症例（添付資料参照）看護部   

②各ワーキンググループより報告                          

（1）DNAR指針の作成 （添付資料参照） 呼吸器内科  

DNAR指針案・終末期医療方針案について、テンプレート叩き台としての方向性

を共有 

（2）「終末期医療指針の策定」（人生の最終段階） （添付資料参照） 

                               看護部  

ACPとDNARについて解釈に幅があるため ACPとの連携も見据え、指針類の統

合運用を検討予定 

 

（3）脳死判定・臓器提供検討チーム 看護部  

システムについて情報共有ツールを整備。第 1回会議に参加予定。 

臓器移植対応に現状２名体制で負担が集中。コーディネーターの人材が不足し

ているため、多職種による複数体制を提案 

 

（4）倫理コンサルテーションチーム  看護部     

精神疾患を有するがん患者の治療方針に関する事例を共有。4分割表での倫理

的整理が有効であったと報告（和地） 

ワーキングチーム→特になし   
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（5）オプトアウトの推進と承認方法 薬剤科 

臨床研究のホームページ 12 件申請中。オプトアウトが必要な適応外使用につい

て申請予定 

 

③医療安全対策室   

医療事故防止の観点説明書及び同意書の統一表記について 

・誤認防止の観点から説明書・同意書右上に「ID+フルネーム」併記を提案。 

・システム上のセット展開に影響なし 

→承認 

 

フォルダの制限について  

脳外の医師より説明書・同意書の検索性低下を指摘 

3階層のフォルダ作成が不可なため、表題による分類ルールの整備を提案 

→承認 

出席者 

  山際武志、高垣智紀、小林智範、滝原崇久、和地いつみ、兼久奈己、 

高田充美、木村真美、内海理紗、角田和博、宮田和昌、菅田友紀、菅野真菜、

疋田麻衣子、松山恵子、澁谷由希、相原文、戸田知恵 

棚瀬慎治（弁護士外部委員） 

森朋有（東海大学医学部基盤診療学系医療倫理学領域准教授外部委員） 

欠席者  柳田理恵（海老名市副市長外部委員） 

 


